追悼ミサでの水城大使挨拶文

こんばんは。

本日は、今日からちょうど一ヶ月前の３月１１日に起こった日本の大震災のための追悼ミサを催していただき、とくに、ミサ開催にご尽力いただきましたバレーラ・副大統領兼外務大臣閣下及びミサを主催していただいたウジョア・パナマ司教には深甚なる謝意を表します。またマルタ・デ・マルティネリ大統領夫人、ロレーナ・バレーラ副大統領夫人、閣僚、次官、大使の皆様をはじめとするご参列の皆様に感謝申し上げます。

[bookmark: _GoBack]私は、今回の悲劇的な震災を通じて、確信した三つの事実について申し述べます。
一つは、人間は一人ではないこと。友好国パナマではマルティネリ大統領はじめ多くの方々から驚くような連帯という仲間意識の表明を熱くいただきました。大人の男性から目に涙を浮かべながら日本へのお悔やみと日本人のすばらしさを聞きました。世界中から莫大な義援金が集まっています。苦しい時、困っている時に人を思いやる心は、人種や宗教や国や社会のシステムに関わりなく人類に共通の普遍的な力だと確信しました。
二つ目は、自然の猛威の前には人間はいかにまだ無力であるかが分かりました。震災の犠牲者は判明しているだけで１万人以上、行方不明を入れると約３万人弱になります。津波によって破壊された原子力発電所もいまだ完全回復には至っていません。
人間の知識はまだまだ足りないなと言うことです。どうしたら災害を事が起こる前に防ぐことができるか。どうしたら起こった災害の被害をもっと少なくできるか。どうしたらよりよい明日の生活を作っていけるか。これらを、もっと謙虚にもっと真剣に国際社会とともに勉強しなければならないことがはっきりしました。
三つ目は、自然の猛威エネルギー以上に、それ以上に強力な人間の素晴らしい精神力エネルギーを見ることができたことです。津波に飲まれる最後の最後まで市民に警報のアナウンスを出し続けた町の若き人々の話、放射能のリスクをおそれず放水に駆けつけた消防隊らの話、そしてわずかな食べ物を分かち合い略奪などが一切なかった何万人もの被災者たちのことです。
みなさん、ここのミサでいただいた日本の被災者のみなさまへの連帯と友情の心を決して忘れることなく、世界中の人々と連帯しつつ、日本を一日も早く昔よりももっと良い姿にすることが我が国に与えられた責務であると思っております。
本日はどうもありがとうございました。


